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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蒸気使用装置の排出口から排出される廃蒸気を解消する廃蒸気解消装置であって、
　圧縮機、凝縮器、膨張機及び蒸発器が熱媒体を含む循環路を介して連通されたヒートポ
ンプを備え、
　前記蒸発器を前記排出口の上部に配置し、
　前記凝縮器の側部に温風供給ファンを配置し、
　前記温風供給ファンを用いて前記蒸発器の出口側に、前記凝縮器で発生した熱により温
められた空気を温風として供給することにより、
　前記蒸発器の前記排出口から排出された廃蒸気を用いて前記蒸発器の熱媒体を加熱する
とともに、前記蒸発器の前記排出口から排出された残余の廃蒸気を前記凝縮器からの温風
を用いて解消させる、廃蒸気解消装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、蒸気蒸し器やスチームオーブンやシュリンクトンネル等の蒸気使用装置から
モヤモヤと立ち昇る廃蒸気を解消する廃蒸気解消装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
 廃蒸気解消装置の一例としては、廃液処理装置にヒートポンプを連通して、当該ヒート
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ポンプで廃液の蒸発物を冷却して液化させることができるものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－３０３８７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
 上記従来の廃蒸気解消装置においては、廃蒸気を確実に液化することができない問題が
あった。
【０００５】
 本発明が解決しようとする課題は、廃蒸気を確実に解消することのできる廃蒸気解消装
置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
 本発明は、蒸気使用装置から排出されるモヤモヤと立ち昇る廃蒸気を解消するものにお
いて、立ち昇る廃蒸気の中にヒートポンプの蒸発器を配置すると共に、蒸発器の出口側に
、ヒートポンプの凝縮器で加熱されて温まった温風を供給する温風供給ファンを設置した
ものである。
【発明の効果】
【０００７】
 本発明の廃蒸気解消装置は、ヒートポンプの蒸発器で廃蒸気の熱を奪って、廃蒸気の一
部を解消すると共に、蒸発器で凝縮することなく残った廃蒸気を、ヒートポンプの凝縮器
で加熱されて温まった温風で加熱することによって、残余の廃蒸気の湿度が低下してモヤ
モヤと立ち昇る廃蒸気を無くすことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の廃蒸気解消装置の実施例を示す構成図。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
 本発明は、ヒートポンプを設けたものであるが、このヒートポンプとしては、蒸発器と
圧縮機と凝縮器と膨張機、及び、これらを接続する管路とで構成される従来周知のものを
用いることができる。
【実施例１】
【００１０】
 蒸気使用装置１の上部に配置したヒートポンプの蒸発器２と、圧縮機３と凝縮器４、及
び、膨張機としての膨張弁５とで廃蒸気解消装置を構成する。
【００１１】
 ヒートポンプを、蒸発器２と圧縮機３と凝縮器４、及び、膨張弁５とで構成して、それ
ぞれの機器を循環路６で連通する。
【００１２】
蒸気使用装置１の左上端に、蒸気使用装置１で発生する廃蒸気を排出する廃蒸気排出口７
を設けて、その更に上部にヒートポンプの蒸発器２を配置する。蒸発器２と圧縮機３の間
には、蒸気と液体を分離するセパレータ８を介在する。凝縮器４の左側部には、温風供給
ファン９を配置して、蒸発器２の上方の出口側に、ヒートポンプの凝縮器４で加熱されて
温まった温風１０を供給する。蒸気使用装置１の下端には、蒸気使用装置１へ加熱用の蒸
気を供給する蒸気供給管１１を接続する。
【００１３】
 凝縮器４で熱を奪われた循環路６内の熱媒体は、凝縮して液体となり、膨張機としての
膨張弁５を通過する間に膨張して気体となって循環路６から蒸発器２へ流下する。蒸発器
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２内で廃蒸気の熱を奪って昇温した熱媒体は、圧縮機３で圧縮されて更に昇温して凝縮器
４へと送られる。
【００１４】
　蒸気使用装置１から排出されるモヤモヤと立ち昇る廃蒸気の一部が蒸発器２で冷却され
て解消すると共に、蒸発器２で凝縮することなく残った廃蒸気を、ヒートポンプの凝縮器
４で加熱されて温まった温風で加熱することによって、残余の廃蒸気の湿度が低下してモ
ヤモヤと立ち昇る廃蒸気を無くすことができる。
【産業上の利用可能性】
【００１５】
本発明は、蒸気蒸し器やスチームオーブンやシュリンクトンネル等の蒸気使用装置からモ
ヤモヤと立ち昇る廃蒸気を解消する廃蒸気解消装置として利用することができる。
【符号の説明】
【００１６】
１ 蒸気使用装置
２　蒸発器
３  圧縮機
４　凝縮器
５　膨張弁
６　循環路
７　廃蒸気排出口
８　セパレータ
９　温風供給ファン
１０　温風

【図１】
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